
平成２３年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく実績及び評価

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

倉吉市教育振興
基本計画の進ち
ょく管理

1

・基本計画に基
づく重点施策実
施計画の策定
・教育に関する
事務の点検・評
価の推進

教育
総務

基本計画に基
づく重点施策
実施計画の策
定

定例教育委員
会へ実施計画
提案

進捗状況
チェック、中
間評価

定例教育委員
会へ進捗状況
報告

審議会等によ
る評価の実施

実施状況
チェック、各
課の自己評価

・教育行政の点検・
評価を行うととも
に、実施計画を作成
し、10月に進捗状況
を報告、3月に各課に
よる自己評価を実施
した。

Ａ

倉吉市教育委員
会の活性化

2
・委員の活動強
化及び情報発信

教育
総務

・計画訪問・
諸行事等への
参加
・市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
による情報発
信(ﾘﾚｰｺﾗﾑ第１
回掲載)

・学校計画訪
問
(6/1 鴨川中)
(6/10西郷小)

・学校計画訪
問
(7/6 久米中)
(7/13上小鴨
小)
・ﾘﾚｰｺﾗﾑ第２
回掲載

・ﾘﾚｰｺﾗﾑ第３
回掲載

・学校計画訪
問
(9/6 成徳小)

・ﾘﾚｰｺﾗﾑ第４
回掲載

・学校計画訪
問
(10/5 社小)
(10/12西中)
(10/25河北小)

・学校計画訪
問
(11/2 高城小)

・ﾘﾚｰｺﾗﾑ第５
回掲載

・ﾘﾚｰｺﾗﾑ第６
回掲載

・ﾘﾚｰｺﾗﾑ第７
回掲載

・学校計画訪問をは
じめ、諸行事へ積極
的に参加するととも
に、委員による計７
回のﾘﾚｰｺﾗﾑをﾎｰﾑﾍﾟｰ
ｼﾞに掲載し、情報発
信に努めた。

Ａ

学校・学級の適
正規模、校区の
あり方について
の検討

3

・倉吉市学校教
育審議会におけ
る校区のあり方
検討

学校
教育

学校教育審議
会(5/16)

学校教育審議
会(7/21)

学校教育審議
会(9/26)

学校教育審議
会（11/1）

学校教育審議
会（1/18）

「倉吉市立
小・中学校の
適正配置につ
いて」答申
（2/21）

学校教育審議
会

・小中学校の適正配
置について、学校教
育審議会での審議を
経て、答申を受け
た。

Ａ

1
・河北中学校移
転事業

既存校舎改修
建築主体・校
舎棟新築工事
起工・入札公
告

既存校舎改修
建築主体・校
舎棟新築工事
起工・入札公
告

入札・仮契約
(議決後本契
約)
関連工事起工
・入札・契約

完成予定
H24.10月(債務
負担行為)

校舎増築工事
　進捗率45％
校舎改修工事
　進捗率40％
計画とおり工事は進
捗した。

Ａ Ａ

(新)学校施設耐
震化計画見直し

計画見直し案
作成 見直し案決

定・公表
見直し案決定 公表(3/14)

財政計画と整合を図
るため 終決定と公
表は遅れたが、見直
した計画に沿って24
年度事業を前倒して
実施できた。

Ａ

・学校施設耐震
化の実施(成徳
小・久米中体育
館耐震補強）

体育館耐震補
強実施設計業
務発注(成徳
小・久米中)

実施設計業務
完了(補強工事
H24施工予定）

耐震工事
小・中体育館
３棟
発注・契約

計画とおりに設計を
完了できたため、24
年度に計画していた
工事を有利な財源を
活用して前倒着手で
きた。

Ａ

学校給食セン
ター調理業務の
民間委託

5
学校給食セン
ター調理業務の
民間委託

給食
セン
ター

ほぼ計画どおりに進
行した。
関係者に十分説明を
した。

Ａ

1

・弾力的できめ
細やかな指導を
行うための体制
づくり

学校
教育

加配教員配置
加配教職員研
修

学校計画訪問
での指導助言
(6/1 鴨川中）
(6/10西郷小)

学校計画訪問
での指導助言
(7/6 久米中)
(7/13上小鴨
小)

学校計画訪問
での指導助言
(9/6 成徳小)

加配教職員研
修

学校計画訪問
での指導助言
(10/5 社小)
(10/12西中)
(10/25河北小)

学校評価によ
る点検

学校計画訪問
での指導助言
(11/2 高城小)

学校評価によ
る点検

・計画訪問を計画的
に実施できた。
・授業力向上のため
に学校に対しての働
きかけが十分ではな
かった。

Ｂ

2

・学力向上推進
の支援（算数･数
学、国語ドリル
ステップ９の活
用）

学校
教育

　
活用状況につ
いての状況把
握（課題・改
善点等各校へ
のアンケート
等）

活用状況につ
いての状況把
握（課題・改
善点等各校へ
のアンケート
等）

成果と課題の
共有と改善策
についての検
討（研究主任
者会等）

中学校版の改
訂着手

成果と課題の
把握と改善策
の提案

中学校版の改
訂完成（国
語、数学）

・中学校版を改訂す
ることができた。
・各学校の活用状況
をしっかり把握し、
更なる活用に努める
必要がある。

Ｂ

3

・授業改善、教
職員の指導力の
向上(授業研究会
の指導助言)

学校
教育

校内授業研究
会の指導・支
援（随時）
教頭研修会

学校計画訪問
での指導助言
(6/1 鴨川中）
(6/10西郷小)

学校計画訪問
での指導助言
(7/6 久米中)
(7/13上小鴨
小)

児童劇を活用
した研修
(8/22)

学校計画訪問
での指導助言
(9/6 成徳小)

学校計画訪問
での指導助言
(10/5 社小)
(10/12西中)
(10/25河北小)

生徒による授
業評価の検討

学校計画訪問
での指導助言
(11/2 高城小)

授業づくりに
対する指導助
言

教務主任研修
会

授業づくりに
対する指導助
言

英語科担当教
員研修会

学力実態の把
握と分析研修
計画

・計画訪問時に授業
について協議ができ
た
・他の業務とのバラ
ンスも考え，計画的
な指導助言の機会の
設定が必要である。

Ｂ

終評価
施策
評価

実績
実績
評価

教育
総務

4

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

2

　教育委員会の計画
訪問を通して，授業
力向上に向けて学校
への働きかけができ
た。
　更に働きかけを強
めるため各学校の授
業研究会への参加を
計画的に行いたい。
　中学校版のステッ
プ９の改訂を行うこ
とができた。

　各施策について、
おおむね当初計画の
とおり実施できた。
　小中学校の適正配
置については、学校
教育審議会の答申を
もとに、今後説明会
を実施して市民の意
見をお聞きし、教育
委員会としての案を
決定する。
　学校施設の耐震化
については、東日本
大震災を受けて耐震
化計画の見直しを行
い、計画を前倒し実
施することとした。

倉
吉
市
教
育
の
創
造

学校教育施設・
教育施設の整備
運営

学ぶ意欲と基礎
学力の向上をめ
ざす子どもの育
成

Ｂ

項
目

取り組み内容取り組み内容担当
課

重 点 施 策 主 な 施 策

保護者PTA説明 ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ

6月議会

債務負担行為

選定委員会

公募･説明 提案・選考・決定・契約
業務引継

業者雇用等

　　＜評価基準＞
 A・・・当初の目的・目標を達成した。
 B・・・当初の目的・目標に向けて相当の進展があった。
 C・・・当初の目的・目標に向けて一部の進展に止まった。
 D・・・当初の目的・目標に向けた進展がなかった。



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
終評価

施策
評価

実績
実績
評価

項
目

取り組み内容取り組み内容担当
課

重 点 施 策 主 な 施 策

1

・道徳教育の充
実（心のノート
活用事例集の作
成･活用)

学校
教育

心のノートを
活用した実践
記録の提出を
依頼

各学校での心
のノート活用
実践記録取り
まとめ

心のノート活
用事例集の作
成･配布

・各学校からの事例
を基にして活用事例
集を作成

Ｂ

2
・「心の栄養
倉吉200選」（推
薦書）の活用

学校
教育

リスト配布
・小中学校
・市立図書館
・保育園、幼
稚園
毎月図書館の
活動をとりま
とめて

学校、館、園
ごとにリスト
活用開始
（例）
・200選コー
ナー設置

司書の会で定
期的に活用情
報交換

・各学校で徐々にで
はあるが活用が図ら
れているが，更なる
働きかけが必要であ
る。

Ｂ

3

・不登校の解
消、問題行動の
未然防止、進路
指導の充実（子
ども支援セン
ターの充実、ス
クールソーシャ
ルワーカーの配
置）

学校
教育

・スクール
ソーシャル
ワーカー配
置、学校訪問
（年間を通し
たスクール
ソーシャル
ワークの実
施）
・不登校対応
教員加配
・心の教室相
談員、子ども
と親の相談員
配置

・各校個別の
指導計画作成
・生徒指導に
ついての学校
計画訪問
・要保護児童
対策会議（随
時）

・生徒指導対
策推進会議

・県教委と不
登校について
協議
(9/28西中)

・生徒指導に
ついての学校
計画訪問

・中部支援セ
ンター移転に
ついて協議
（10/17中部教
育長会)

・生徒指導対
策推進会議

・生徒指導対
策推進会議

・小学校の不登校
は、年々減少傾向
で、過去５年間で一
番少ない。
・中学校の不登校
は、人数的にはほぼ
横ばい。
・問題行動について
は過去５年間で一番
多い。
・学校訪問や関係機
関等との連携，ス
クールソーシャル
ワーカーの配置等の
施策については予定
通り実施できた。

Ｃ

1
・学校体育、健
康教育、学校保
健の充実

学校
教育

児童体育祭
運動会
スポーツテス
ト

学校保健委員
会
県中学総体予
選

県中学総体
小学校中部水
泳
喫煙防止教室

小学校中部陸
上
運動会

中学中部新人
大会

性教育講座 学校保健委員
会
性教育講演会

・各学校が喫煙防止
教育及び性教育に積
極的に取り組むこと
ができた。

Ｂ

2

・安全教育の徹
底（危機管理マ
ニュアル等の活
用、通学路の点
検）

学校
教育

交通安全教室
(各校)
通学路のとり
まとめ

危機管理マ
ニュアル等を
活用した避難
訓練の実施(各
校)
春の交通安全
運動
鳥取型防災教
育実施(モデル
校１，単発メ
ニュー校４）

危険箇所の確
認と改善の要
望(関係機関と
一緒になって)

秋の交通安全
運動
ハチによる被
害の防止につ
いて通知

熊鈴配布 年末の交通安
全運動

学校と地域合
同の防災安全
教育(12/11)

・各学校が計画的に
実施した。
・東日本大震災を教
訓に、計画を見直す
学校が多い。

Ｂ

3
・食の教育の推
進（親子で学ぶ
食の教室）

学校
教育

親子で学ぶ食
の教室希望調
査

年間を通じて
随時
（～12月）

高城(6/30) 北谷(7/20)
灘手(7/11)

河北（9/28
9/29 9/30)
成徳(9/12)
上灘(9/8,
　9/9)
小鴨(9/26)
社(9/6 9/7)
上北条(9/27)

明倫(10/3)
小鴨(10/4、
　10/5)
山守(10/31)

西郷（11/11、
　11/14)
関金(11/4)

上小鴨(12/13)

・全小学校1年生が実
施。保護者からの評
判もよく、取り組み
も定着した。

Ａ

　健康教育，学校保
健，食の教育につい
ての取組が充実しつ
つある。体力面でも
弱点の補強が小学校
で取り組まれてい
る。
　より実際的な防災
計画の策定，避難訓
練の実施，危機管理
マニュアルの策定を
推進していくことが
必要である。

　導入１年目のス
クールソーシャル
ワーカーも有効活用
でき始めた。
　不登校は少しずつ
取組の成果が出てい
るが，結果として状
況の改善は小幅に留
まっている。問題行
動は「集団での事
象」があり数字を押
し上げることになっ
た。
　心を育てる取組を
地道に積み重ねてい
くことが大切であ
る。

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

3 Ｂ

4 Ｂ

心豊かな子ども
の育成

たくましい体を
つくる子どもの
育成



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
終評価

施策
評価

実績
実績
評価

項
目

取り組み内容取り組み内容担当
課

重 点 施 策 主 な 施 策

1

・自然や文化
（文化財）芸術
の体験的教育活
動の推進

学校
教育

各学校が計
画・実施
図書館セット
貸し出し(1学
期)

校長会等で随
時市の施設利
用の働きかけ

法華寺畑遺跡
5/2小鴨小全校
伯耆国分寺跡
5/12東中2年
豊田家住宅
5/19西中2年
博物館5/27高
城小6年

白壁土蔵群
7/19上灘小6年

図書館セット
貸し出し(2学
期)

博物館9/22上
灘小4年
歴史民俗資料
館9/30北谷小
4年

舞台芸術体験
事業(上小鴨
小)(10/3)
青少年劇場(北
谷小）(10/18)
青少年劇場人
形劇（関金
小）(10/26)

博物館10/7社
小4年
博物館10/7上
灘小4年
博物館・白壁
土蔵群10/18関
金小3年

県立博物館
11/8山守小5年
白壁土蔵群
11/15山守小1･
2年

県埋蔵文化セ
ンター12/6小
鴨小6年
博物館・鳥飼
家住宅12/16山
守小4年

図書館セット
貸し出し(3学
期)

博物館・歴史
民俗資料館
2/15高城小3年
博物館・鳥飼
家住宅2/16西
郷小3年
博物館2/21灘
手小3年
博物館2/23上
灘小3年
白壁土蔵群
3/22上灘小3年

H24年度の芸術
文化活動希望
のとりまとめ
(小学校4、中
学校1 内定)

・計画どおり実施で
きたが，内容の充実
を図っていくことが
必要である。

Ｂ

2
・郷土読本「私
たちの倉吉」改
訂

学校
教育

編集委員の決
定と委嘱
第１回編集委
員会

第２回編集委
員会 編集作業（取

材・原稿執
筆）

編集委員の委
嘱
第１回編集委
員会

編集作業（取
材・原稿執
筆）

第２回編集委
員会

第３回編集委
員会

原稿の検討・
終チェック

印刷
・取りかかりが遅く
なった点は反省すべ
きであるが，改訂す
ることができた。

Ｂ

3

・地域学校委員
会の設立（学校
応援団組織づく
り）

学校
教育

地域学校委員
の委嘱

第１回倉吉市
地域学校推進
協議会(6/12)
地域学校委員
研修会(6/12)
学校公開
(6/14､15)
ボランティア
募集

学校支援ボラ
ンティア募集
開始

教育を考える
会
(7/1 小鴨)

各校地域学校
委員会
（一学期のま
とめ）

○○地区「教
育を考える
会」計画

各地区「教育
を考える会」
実行委員長会
(10/17)

教育を考える
会
(10/22上小鴨)
(10/28関金）

○○地区「教
育を考える
会」開催

教育を考える
会
(11/2 成徳）
(11/26西郷)
(11/29北谷)

各校地域学校
委員会
（二学期のま
とめ）

教育を考える
会
(12/4 社)
(12/7 灘手)
(12/11高城)

教育を考える
会
(1/28 明倫)

第２回倉吉市
地域学校推進
協議会(2/28）

教育を考える
会
(2/10 上北
条）
(2/16 上灘)
(2/26 上井)

各校地域学校
委員会
（三学期のま
とめ） ・各校の地域学校委

員会が立ち上がり、
学校支援ボランティ
アの数も増えた。
・13地区全てで「教
育を考える会」を実
施できた。

Ａ

1

・特別支援教育
の充実（個別の
指導計画の活
用）

学校
教育

1年生訪問
リーダー育成
研修会（講師
体調不良のた
め中止）

まなびの教室
教育相談(6/3)
リーダー育成
研修会(6/23)

まなびの教室
教育相談(7/1)
リーダー育成
研修会(7/14)
ひらがな・計
算調査

まなびの教室
教育相談8/5)
リーダー育成
研修会(8/11)

まなびの教室
教育相談
(9/2)
リーダー育成
研修会(9/8)
市就学指導委
員会(9/27)
ひらがな・計
算調査
特別支援中学
校区研修会
(9/29)

特別支援中学
校区研修会
(10/27)
まなびの教室
教育相談
(10/7)

まなびの教室
教育相談
(11/4)

市就学指導委
員会(11/21)

まなびの教室
教育相談
(12/2)
特別支援中学
校区研修会
(12/15)
ひらがな・計
算調査
市就学指導委
員会(12/19)

まなびの教室
教育相談(1/6)
特別支援中学
校区研修会
(1/12  1/19)

倉吉市子ども
の発達支援研
修会(2/5)
まなびの教室
教育相談追加
（２/３）

ひらがな・計
算調査
市就学指導委
員会4回（持ち
回り）（３/
８）

リーダー研修会、校
区別研修会、支援会
議及び移行支援会議
等を通して、特別支
援教育の充実に努め
た。

Ａ

2
幼児教育、家庭
教育の充実

学校
教育

幼児教育研究
会

中学PTA連合会
研究大会
(7/16)

小学PTA連合
会人権同和教
育研修会
(9/17)

小学PTA連合会
市教育委員会
との懇談会
(10/21)
小学PTA連合会
人権同和教育
研修会
中学PTA連合会
人権教育研修
会(10/19)

中学PTA連合会
市教育委員と
の懇談会
(11/2)
小学PTA連合会
研修会

幼児教育研究
会

｢子育てガイド
ブック」（子
ども家庭課）
作成協力

｢子育てガイド
ブック」（子
ども家庭課）
作成協力

幼児教育研究会を開
き、要綱の見直しを
行い、今後この会が
スムーズに流れるよ
う改善を図ったが、
取り組みをもっと早
くする必要あり。

Ｂ

地域に学びまち
に誇りと愛着を
もつ子どもの育
成

Ｂ

6
よりよい倉吉教
育を目指して

Ａ

　時間や経費の面で
遠方での体験活動は
困難であり，実施方
法の工夫や近隣の資
源の活用が必要に
なってきている。
　「私たちの倉吉」
は改訂により使い易
いものとなった。小
学校での活用を働き
かけていきたい。
　地域学校委員会は
導入１年目ではあっ
たが，十分機能し，
小学校を中心に学校
支援ボランティアは
1000人を超え，教育
を考える会にも2300
人余りの参加者が
あった。中学校での
活用が今後の課題で
ある。

　特別支援教育は行
政がリードする形で
教育内容充実のため
の仕組みづくりが進
んだ。次の段階とし
て，役割分担し，ま
かせるべきところは
まかせていくことが
必要である。
　小学校PTA連合会
と校区再編について
も協議することがで
きた。
　就学援助事業につ
いては適切に執行で
きているが，厳しい
経済情勢が続く中で
対応や判断に苦慮す
る事例も増加しつつ
ある。

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

5



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
終評価

施策
評価

実績
実績
評価

項
目

取り組み内容取り組み内容担当
課

重 点 施 策 主 な 施 策

3

・教育助成の充
実（就学援助事
業の周知と適切
な執行）

学校
教育

就学援助の委
任状・口座等
とりまとめ

修学旅行費等
支払い

学用品費等支
払い

特別支援教育
就学奨励費支
払い

特別支援教育
就学奨励費支
払い

学用品費等支
払い
特別支援教育
就学奨励費支
払い

特別支援教育
就学奨励費支
払い

学用品費等支
払い

学用品費等支
払い

就学援助審査
会
特別支援教育
就学奨励費支
払い

就学援助審査
会
特別支援教育
就学奨励費支
払い

就学援助事業が適切
に執行できた。

Ａ

1

栄養教諭、栄養
職員等の学校訪
問による食に関
する指導

給食
セン
ター

・指導計画作成
及び指導案提示

・全学級訪問指
導

・教科等の指導

・食育教室

講演会　 1回

11回

2回

29回

19回

1回

6回

15回

9回

3回

19回

8回

10回

1回

2回

13回

5回

1回

6回

20回

3回

3回

5回

14回

2回

1回

7回

2回

4回

14回

1回 2回

1回

　食に関する指導を年
間計画及び要望に応じ
て実施。講演等も含め
指導総計240回。
　小・中学校9年間を通
じて専門的な指導を行
うことにより、児童生
徒の食に関する知識・
関心が深まっている。
　全小学校1年生とその
保護者対象の「親子で
学ぶ食の教室」も、家
庭への啓発に繋がって
おり、保護者参加率も
年々増加している。

Ａ

2

衛生管理の徹
底、施設設備の
計画的改修　調
理室改修

給食
セン
ター

（通年）健康
チェック・細菌
検査・服装
チェック
職員研修

夏休修理計画・
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ計画

真空冷却機更新
夏休修理･ﾒﾝﾃﾅﾝ
ｽ

設備更新計画見
直

冬休修理計画・
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ計画

食缶洗浄機設計
監理委託発注
ﾌﾗｲﾔｰ・ﾛｰｽﾀｰ設
計監理委託発注

冬休修理･ﾒﾝﾃﾅﾝ
ｽ

春休修理計画・
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ計画

春休修理･ﾒﾝﾃﾅﾝ
ｽ

食缶洗浄機・ﾌﾗ
イﾔｰ・ロース
ター工事発注

　衛生管理計画に基づ
き、研修や定期及び
日々の点検を行った。
　施設設備の計画的改
修を行った。

Ａ

1

学習内容・学習
機会の充実
（生涯学習講
座）

生涯
学習

・生涯学習講
座（第1回・
市内研修）

・生涯学習講
座（第2・3
回）

・生涯学習講
座（第4・5
回、市内研
修）

・生涯学習講
座（市内研
修）
・生涯学習講
座・専攻科

・生涯学習講座につい
て、各回平均受講者数
が前年度比23ポイント
増など、多数の方の参
加があった。ここ2年間
好評な講座となってい
る。

Ａ

2

生涯学習情報の
発信
（学習情報の
テータベース
化）

生涯
学習

・短大公開講
座
・中部地区少
年少女のつど
い
・大人のカ
ヌー教室
・人材銀行情
報

・市スポーツ
少年団交流大
会結果
・スポーツ教
室のご案内

・剣道大会報
告
・市民体育大
会水泳競技の
部募集

・市民体育大
会水泳競技の
部報告
・生涯学習講
座募集

・市民体育大
会募集
・中部秋の手
づくり教室

・ドッチビー
・雪遊び探検
隊募集
・冬の手づく
りまつり

・市スポーツ
少年団
・市民体育大
会

・市ホームページや市
報を活用して生涯学習
情報の発信を行った。
・各地区公民館のホー
ムページが充実し、地
域に密着した特色ある
情報発信ができるよう
になった。

Ｂ

3
鳥取大学・鳥取
短期大学と連携
した学習の提供

生涯
学習

・ものづくり
指導者派遣

・短大公開講
座（第1回）

・短大(第2回)
・短大(第3回)
・ものづくり
指導者養成講
座

・短大(第4回)
・短大(第5回)
・鳥大(ﾊﾟｿｺﾝ
入門：休日)

・短大(第6回)
・短大(第7回)
・短大(第8回)
・鳥大(ｲﾝﾀｰﾈｯ
ﾄ：休日)
・鳥大（ﾜｰﾄﾞ：
休日）
・鳥大（ﾃﾞｼﾞｶ
ﾒ：平日）
・中部・夏の手
づくり教室

・中部・秋の
手づくりまつ
り

・伯耆しあわ
せの郷まつり
・鳥大（ｴｸｾﾙ
休日）

・鳥大(ﾊﾟｿｺﾝ
入門：平日)
・鳥大（ワー
ド：平日）
・ものづくり
指導者養成講
座

・鳥大(ｲﾝﾀｰﾈｯ
ﾄ：平日)
・鳥大（エク
セル：平日）
・中部・冬の
手づくりまつ
り

公民館の今後
のあり方の検
討に向けて調
整を行っ
た。・全地区
公民館のホー
ムページを開
設することが
できた。

・鳥取短期大学公開講
座では、名簿登録者180
人、のべ受講者500人の
参加があった。
・パソコン教室は、の
べ143人参加。毎回定員
を超える応募がある人
気講座である。
・中部ものづくり道場
が新設され、手づくり
まつり、指導者養成や
ものづくり教室を開催
した。

Ａ

1

住民が身近に感
じる環境整備と
情報発信
（ホームページ
の活用）

生涯
学習

・公民館職員研
修会

・公民館巡回訪
問

・ウエブページ
の更新支援

・公民館主事研
修会

・公民館職員館
外研修

・公民館主事研
修会

・公民館のあり
方検討会

・中部地区公民
館職員･社会教
育主事研修会
・公民館長研修
・公民館主事研
修会

・公民館主事研
修会

・公民館計画訪
問

・公民館のあり
方検討会

・公民館管理委
員長会

・公民館のあり
方検討会

・公民館主事研
修会

・社会教育主事
講習

・公民館長研修
会
・公民館主事研
修会

・公民館のあり
方検討会

・公民館主事研
修会

・公民館管理委
員長会

・公民館に積極的に出
向き現状を把握するこ
とや、支援が十分にで
きなかった。
・公民館のあり方検討
会で主事の給与、今後
の公民館のあり方につ
いて継続して協議を進
めている。
・館長研修会、管理委
員長会で議会に対する
問題点等を協議した。

Ｂ

豊
か
な
心
と
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く
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育
成

7

学校給食セン
ターの栄養教諭
等による食に関
する指導

8 生涯学習の推進あ
ら
ゆ
る
世
代
が
豊
か
な
心
を
育
む
環
境
づ
く
り
の
推
進

9
公民館活動の推
進

Ｂ

「親子で学ぶ食の教
室」においては保護
者参加率も年々増加
し、食に関する教育
は充実しつつあると
考えられる。
　施設設備の改修は
概ね計画どおり実施
できた。

・地域に縁のある人
物を学習テーマに取
り上げた講座は、継
続受講者に新規受講
者が加わり、年々魅
力ある講座として定
着している。
・生涯学習情報の発
信として、市と公民
館のホームページの
充実を図ったが、更
に情報収集・発信の
手段を広げる必要が
ある。
・短大公開講座、鳥
取大学との連携によ
るパソコン講習は専
門性を活かした人気
の講座となってい
る。
・ものづくり道場で
は指導者の派遣・活
用機会に繋げるよ
う、今後の取り組み
が必要である。

・公民館職員の研
修、管理運営上の問
題・課題解決に向け
た検討会を開催し課
題解決に取り組み、
解決の手順と方向性
をまとめることがで
きた。
・公民館の巡回訪問
など積極的に出向き
公民館の現状把握と

Ａ

Ａ



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
終評価

施策
評価

実績
実績
評価

項
目

取り組み内容取り組み内容担当
課

重 点 施 策 主 な 施 策

2

人づくり・地域
づくりの推進
（公民館研究指
定事業）

生涯
学習

・公民館研究
指定事業の委
託、運営支援

・中・高生等
青少年の公民
館事業(祭り、
運動会等)への
参加推進

・公民館まつ
り

・公民館研究
大会 ・地域解題の解決とし

て公民館研究指定事
業、公民館まつり、研
究大会が開催された。
・チラシの配布・ポス
ターの掲示、絵画作品
募集など子育て十か条
の普及啓発に努めた。

Ａ

1
関係機関等との
連携による少年
の非行防止

生涯
学習

・高校生マ
ナーアップさ
わやか運動

・第１回評議
委員会

・第１回運営
委員会

・街頭補導

・第１回倉吉
市青少年育成
協議会

・社会を明る
くする運動
・夏の青少年
を見守る運動
・第2回運営委
員会
・青少年育成
者研修会

・高校生マ
ナーアップさ
わやか運動
・家庭の日絵
画作品募集審
査会
・第3回運営
委員会
・街頭補導

・倉吉市青少
年問題協議会

・第4回運営委
員会

「家庭の日」
絵画作品巡回
展
・街頭補導

・第2回評議委
員会

・第5回運営委
員会

・第2回倉吉市
青少年育成協
議会

・第6回運営委
員会

・少年補導センター、
青少年育成鳥取県民会
議及び倉吉市青少年育
成協議会が共同で研修
会を開くなど連携強化
を図ることが出来た。
「家庭の日」絵画作品
募集では、倉吉の子育
て十か条の啓発を兼ね
て絵画を募集し、昨年
比1.5倍、91点の募集が
あった。

Ａ

2
青少年の地域活
動・体験活動の
推進

生涯
学習

・保護者説明
会
・西郷小放課
後子ども教室
開級
・地区説明会
・西郷小放課
後子ども教室
・各地区子ど
もいきいきプ
ラン実施

・中部地区少
年少女のつど
い参加

　 ・西郷小放課
後子ども教室
安全管理員研
修会

　
・小学生ハン
グル教室

・運営委員会

　
・雪遊び探検
隊事業

・子ども会育
成者研修会

・子ども会
リーダー研修
会

・全国子ども
会安全会加入
説明会・意見
交換会

・運営委員会

・放課後子ども教室推
進事業では、市内12地
区で92回の体験事業と
西郷小学校で197日の放
課後子ども教室を開催,
延べ約4,000人の青少年
の参加があった。

Ａ

3

青少年団体の活
動支援
（ジュニアリー
ダーの養成）

生涯
学習

・現状把握 ・各地区の推
進方法協議、
計画作成

・ジュニア･
リーダー活動
組織づくり
・指導者育成 ・市子連総会

・成人式
・各地区で青少年特に中
学生の公民館活動への
参加が進んでおり、ジュ
ニアリーダーの組織作り
に取り組んだ。
・成人式には多くの中学
生の参加協力があった。
・長年休止状況であった
市子連総会を開催し今後
の取り組みに繋げること
ができた。

Ｂ

1
スポーツ活動機
会の充実

生涯
学習

スポーツ教室
開催  成徳・
高城

スポーツ教室
開催  上北
条・灘手・小
鴨・関金
・第1回ﾆｭｰｽ
ﾎﾟｰﾂ交流会、
体力・運動能
力調査

スポーツ教室
開催  西郷・

・市民体育大
会（水泳競
技）

スポーツ教室
　北谷

スポーツ教室
開催  上小鴨

・市民体育大
会（倉吉ﾏﾗｿﾝ
ほか17競技）
・くらよし女
子駅伝

スポーツ教室
開催
上灘

・第11回加藤
伸一少年野球
教室開催

・第2回ﾆｭｰｽ
ﾎﾟｰﾂ交流会

スポーツ教室
開催  上井 ・ニュースポーツ交流会

開催（２回）、各地区ス
ポーツ教室開催（13地
区）、市民体育大会等を
実施した。
・第11回加藤伸一少年野
球教室を加藤杯として兼
ねて開催した。

Ｂ

2
スポーツ指導者
の養成・団体の
育成

生涯
学習

・ｽﾎﾟｰﾂ少年団
本部総会
　交流大会
（野球、ﾊﾞﾚｰ
ﾎﾞｰﾙ）

・体育指導委
員協議会総会

・第1回体育協
会常任理事会
・H23体育協会
理事会

・体育指導委
員第１回講習
会

・市民体育大
会総務委員
会・実行委員
会

・県民ｽﾎﾟﾚｸ選
手派遣（水泳
競技）

・中部地区ｽ
ﾎﾟｰﾂ少年団交
流野球大会
・中部駅伝選
手派遣

・県民ｽﾎﾟﾚｸ選
手派遣(秋季)
・日本海駅
伝、きたろう
カップ駅伝選
手派遣

・米子～鳥取
間駅伝選手派
遣

・スポーツ推
進委員第１回
実技研修会

・キッズバ
レーボール交
流大会

・スポーツ表
彰選考委員会

・ｽﾎﾟｰﾂ表彰式
・県民ｽﾎﾟﾚｸ選
手派遣（冬
季）
・体育指導委
員第２回講習
会
・野球スポー
ツ少年団指導
者等審判講習
会

・体育協会事業とし
て、市民体育大会、県
民スポレク、中部地区
駅伝大会、スポーツ表
彰式を実施した。
・スポーツ少年団の育
成として、交流大会
（野球、バレーボー
ル）の開催したが、指
導者等研修会が実施で
きなかった。
・実技研修会1回、各地
区スポーツ教室の企画
運営・指導をした。

Ａ

１１
体育・スポーツ
の振興

青少年の健全育
成・家庭教育の
充実

公民館の現状把握と
支援が十分にできな
かった。
・各公民館では積極
的に中学生を取り込
んだ活動を実施して
いる。

Ａ

・市行事へ参画する体
育指導委員（スポーツ
推進委員）が固定化し
ていたが、昨年度倉吉
市で開催された中国地
区体育指導委員研究集
会を機に、市行事参加
者が増加してきた。
・体育指導委員（ス
ポーツ推進委員）を中
心にしたニュースポー
ツ交流会、各地区公民
館でのスポーツ教室を
実施し、市民が気軽に
体育・スポーツを親し
む機会の提供に努めて
いるが、参加数は横ば
い状態であり、参加者
の増加への努力、体育
指導委員としてのスキ
ルアップのための研修
等が必要である。
・スポーツ少年団の育
成について、活動の助
成費が十分でないた

・非行少年の検挙（補
導）件数はここ数年検
挙数は減少傾向にあ
るが、今年度はやや
増加した。抑止力とし
て、関係機関と連携
した継続的取り組み
が必要である。
・中学生の地域活動
への参加機会は充実
してきたが、リーダー
養成や組織化へは結
びついてはいない。
環境づくりが必要で
ある。

10 Ａ



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
終評価

施策
評価

実績
実績
評価

項
目

取り組み内容取り組み内容担当
課

重 点 施 策 主 な 施 策

3

体育施設の整備
充実
（陸上競技場の
改修）

生涯
学習

全天候舗装材選
定会議（1）
4/25

全天候舗装材選
定会議（2）
5/12
ポリウレタン系
舗装材に決定

〔補正予算〕
↓
議会より附帯意
見

利用者の身体へ
の負担軽減
コスト削減

陸上競技場改修
に係る設計業務
完了

全天候舗装材選
定会議（3）
7/12

議員懇談会で全
天候舗装材選定
結果・予算額を
報告

陸上競技場改修
工事起工・入札
公告

陸上競技場改修
工事入札・仮契
約（議決後本契
約）

陸上競技場改修
工事着工

市陸上競技協会
要望書提出
・水濠の撤去
・正面部分に人
工芝整備
・補助練習場の
整備
・水路の改修

〔補正予算〕
減額補正

排水管、電気設
備等、埋設物の
布設替え、別工
事（囲障）との
調整等に不測の
日数を要したた
め工期延長を行
なう。

陸上競技場改修
工事完了予定
6月15日まで工
期延長

平成24年度当初
予算に計上
・補助競技場の
整備
・水路改修
・観覧席の座席
改修

・陸上競技場整備事業で
全天候性舗装材による改
修工事、囲障工事、駐車
場工事を発注した。改修
工事、駐車場工事は24年
度に繰り越しし実施する。

Ａ

1
伝建地区内の建
築基準法緩和に
伴う建物調査

文化
財

・建築基準法緩
和に向けての取
組協議（景観ま
ちづくり課）

・建物調査協力
依頼の地元説明
会(5月下旬）
・鳥取県建築士
事務所協会との
打合せ(5月末）
・建物調査に伴
う地元説明会実
施（5月23日～
31日）

・伝建審開催
・建物調査委託
契約
・建物調査開始
(10月完了予
定）
・伝建審議会6
月1日
・鳥取県建築士
事務所協会への
説明会実施（6
月17日）

・建物調査
・伝建地区文化
庁指導（修理・
計画等
・建物調査リス
ト作成

・建物調査中間
報告
・伝建修理文化
庁指導8月4日・
5日実施

・緩和条例の国
交省中国整備局
と協議9月29日
（景観まちづく
り課）

・建物調査契約
10月3日着手
鳥取県建築士事
務所協会

・建築基準法緩
和申請協議（中
国整備局）11月
10日
保存計画の修景
基準・新築修景
に係る開口部の
取り扱い。

・建物調査完了
12月16日建物調
査報告書
・伝建審開催12
月20日
伝建地区の防災
計画について協
議（景観まちづ
くり課）

・建物調査報告
から拡大地区の
伝統的建造物の
現状把握。
・緩和にむけて
の資料作成

・伝建地区の建
築基準法制限緩
和に関する協議
（景観まちづく
り課）
・協議・資料作
成は行うが、条
例化は24年度に
延期。
・建築基準法制
限緩和のための
国交省中国整備
局との協議（2
月28日）

・伝建審開催3
月16日
保存計画修景基
準の修正

・5月建物調査協力依頼
の地元説明会23日～31
日
・6月17日鳥取県建築士
事務所協会説明、伝建
審議会
・8月4日文化庁現地指
導
・9月29日国交省中国整
備局と協議
・10月3日から12月16日
まで建物調査委託
・11月10日国交省中国
整備局協議
・12月20日防災計画に
ついて庁内協議（景観
まちづくり課）
・2月28日国交省中国整
備局協議
・3月16日伝建審議会保
存計画の修正

Ｂ

・伝建拡大に伴う伝
建地区の建築基準法
制限緩和のため建物
調査は完了し、伝建
地区の現状は把握で
きた。
・新築修景に係る開
口部の取り扱いにお
いて、防災計画との
調整により国交省と
の協議が遅れ条例改
正を24年度に持ち越
した。

2

茅林遺跡発掘調
査（国道313号線
改良工事）の記
録保存

文化
財

・中部総合事務
所と受託契約

・土壌分析委託
・石材産地分析
委託
・東前遺跡文化
財協会発表

・遺跡図面整理
・出土遺物整理
・出土遺物実測

・土壌分析完了
・産地分析12月
まで延長

・県埋文セン
ター資料収集

遺構図編作成 遺物図版作成

玉類遺物実測

・産地分析終了

遺物整理・復元
終了

遺物実測約410
点

遺構図版作成
遺物図版作成

遺物写真撮影
写真点数確認

印刷発注2月14日
遺構図面終了脱稿
遺物図面終了脱稿

遺構・遺物原稿執
筆

原稿執筆

報告書校正

・報告書完成
3月23日
・事業実績報告

・4月中部総合事務所と
受契約
・5月土壌分析委託・石
材産地分析委託・倉吉
文化財協会発表
・6月～12月遺構図面整
理トレース
・6月～2月遺物実測410
点実測
・1月～3月写真撮影
・2月図版作成終了
・2月遺物復元終了
・12月～2月遺構原稿
・1月～3月遺物原稿
・2月14日印刷発注
・2月校正・原稿脱稿
・3月23日報告書刊行

Ａ

・弥生時代の玉造工
房跡の報告書の作
成。遺構図、遺物実
測、遺物復元等詳細
な作業のため予定よ
り日数がかかってし
まったが、1月末に大
方のめどが立ち、2月
に1部脱稿。2・3月に
本文原稿終了し、3月
23日に報告書を刊行
した。

1
郷土の文化芸
術、伝統文化を
学べる場の提供

博物
館

・郷土作家常設
入替
・民俗資料館展
示入替

・倉吉市美術展
覧会開催準備
（作品搬入、審
査会開催）
・倉吉市美術展
開催の準備を
行った。

・倉吉市美術展
覧会開催（3～
26日）　・考古
常設入替
・博物館講座
（考古）
・博物館講座第
１回を実施。

・郷土作家常設
入替
・民俗資料館常
設入替
・博物館講座
（自然）
・美術常設替・
博物館講座を実
施。

・考古常設入替
・博物館講座
（美術）
・博物館講座
「野外彫刻を見
て歩き」を実
施。

・民俗資料館常
設入替
・博物館講座
（民俗）
・特別展絵馬展
にあわせて民俗
常設替と博物館
講座を実施。

　
・博物館講座
（民俗）

・鳥取県美術展
覧会開催（7～
23日）　・博物
館講座（自然）
・考古常設入替

・民俗資料館常
設入替
・博物館講座
（美術）

・郷土作家常設
入替
・博物館講座
（考古）

・考古常設入
替、博物館講座
（美術）

・創作文華展開
催準備（作品搬
入・審査会開
催）
・郷土作家常設
入替
・博物館講座
（美術）

・特別展・企画展に関
連した常設展示を実施
することができた。地
域の歴史文化を取り上
げて実施する博物館講
座を年１０回開催し
た。

Ｂ

2
トリエンナーレ
美術賞の推進と
活用

博物
館

　
・第8回菅楯彦
大賞推薦委員の
確定
・推薦委員を決
定。

　
・第8回菅楯彦
大賞指名作家の
集約
・推薦員による
作家の指名を行
う。

　
・第8回菅楯彦
大賞作家選考会
（12日）
・選考会にて指
名作家を決定。

　
・第8回菅楯彦
大賞指名作家へ
の出品依頼
・指名された作
家に出品依頼を
行う。

　
・彫刻のプロム
ナード作品解説
・彫刻作品の解
説を実施。

　
・第8回菅楯彦
大賞指名作家の
制作状況確認 ・菅楯彦大賞の作家選考

は計画どおり実施でき
た。倉吉：緑の彫刻賞受
賞作品のうちプロムナー
ド設置作品の解説を予定
どおり実施した。

Ａ

13
親しみ学ぶ機会
の提供できる博
物館

Ａ

特別展等と関連付けた
常設展示を実施するこ
とができた。トリエン
ナーレ事業（菅楯彦大
賞と緑の彫刻賞作品解
説）は計画どおり実施
できた。「長谷寺の絵
馬展」は、市民の関心
が高く、地域に根ざし
た事業の必要性を改め

12
有形・無形の歴
史的な資産の保
存と活用

Ａ

め、平成23年度は
1,000円/団、増額し
た。
・スポーツ情報提供の
ため、スポーツ少年団
等スポーツ団体のデー
タベース化の取り組み
が必要である。
・体育施設が老朽化し
ているため、年次的な
施設整備計画の策定
し、体育施設の健全化
を図ることが急がれ
る。
※アンダーラインは、
今後、努力を要する事
項



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
終評価

施策
評価

実績
実績
評価

項
目

取り組み内容取り組み内容担当
課

重 点 施 策 主 な 施 策

3
特別展「長谷寺
絵馬群」開催

博物
館

　
・絵馬資料調査
・絵馬資料の調
査研究を実施。

　
・絵馬資料調査
・絵馬資料の調
査研究を実施。

　
・図録原稿準備
・絵馬資料調査
研究と図録解説
の原稿準備を行
う。

　
・ポスター･チ
ラシ
・図録の作成準
備
・ポスター・チ
ラシ・ポスト
カード類の作成
準備を行う。

　
・ポスター・チ
ラシの作成と配
付
・図録作成
・ポスター・チ
ラシを作成し配
布する。

　
・図録完成
・長谷寺絵馬展
開幕（17日）
・講演会開催
・展示解説1回
・長谷寺現地ツ
アー
・特別展「長谷
寺の絵馬群」を
開催し、講演
会・ガイドツ
アーを実施し
た。

　
・長谷寺絵馬展
開催（23日ま
で）
・展示解説2回
・長谷寺現地ツ
アー

　
・会期中の聞き
取り調査集約

　
・願主等現地き
取り調査

　
・願主等現地聞
き取り調査

　
・現地聞き取り
調査集約

・市民の関心も高く展
覧会開幕前から奉納者
に係る情報等も寄せら
れ、市民を巻き込んで
の事業取り組みができ
た。

Ａ

1 読書活動の推進
図書
館

ブックスタート
絵本の読み聞か
せ
6ヶ月　31人
1歳6ケ月　26人

ブックスタート
絵本の読み聞か
せ
6ヶ月　34人
1歳6ケ月　43人

ブックスタート
絵本の読み聞か
せ
6ヶ月　29人
1歳6ケ月　25人

あきやまただし
絵本ライブ
6月19日
300人

ブックスタート
絵本の読み聞か
せ
6ヶ月　36人
1歳6ケ月　29人

ブックスタート
絵本の読み聞か
せ
6ヶ月　35人
1歳6ケ月　43人

ブックスタート
絵本の読み聞か
せ
6ヶ月　32人
1歳6ケ月　30人

ブックスタート
絵本の読み聞か
せ
6ヶ月　33人
1歳6ケ月　27人

宮西達也講演会
10月16日　120
人

ブックスタート
絵本の読み聞か
せ
6ヶ月　46人
1歳6ケ月　24人

ブックスタート
絵本の読み聞か
せ
6ヶ月　32人
1歳6ケ月　39人

ブックスタート
絵本の読み聞か
せ
6ヶ月　28人
1歳6ケ月　33人

ブックスタート
絵本の読み聞か
せ
6ヶ月　41人
1歳6ケ月　30人

ブックスタート
絵本の読み聞か
せ
6ヶ月　40人
1歳6ケ月　30人

ブックスタートについ
ては参加者に好評であ
り満足できる。

Ａ

2
図書館資料の収
集提供の充実

図書
館

子ども読書週間
展示
4月22日～30日
5,467人

子ども読書週間
展示
5月1日～25日
18,055人

あきやまただし
絵本展示
5月27日～31日
3,959人

あきやまただし
絵本展示
6月1日～29日
23,222人

お天気ひろば展
示7月8日～27日
18,771人

こわいお話展示
7月29日～31日
4,451人

こわいお話展示
8月1日～24日
28,768人

書評に載った本
展示
8月26日～31日
6,028人

書評に載った本
展示
9月1日～15日
12,769人

宮西達也絵本展
示23,754人

谷口ジロー出版
作品展示17,882
人

谷口ジロー出版
作品展示21,008
人

3・11を忘れな
い災害にそなえ
る展示21,076人

健康関係出版物
展示

様々な展示を行い来館
者へサービスの提供が
できた。

Ｂ

14
豊かな心を育む
図書館づくりの
推進

Ｂ

ブックスタートにつ
いては評価できる。
あきやまただし講演
会は300人の来場者が
あり成功した。様々
な展示コーナーを設
けサービスの提供が
できた。

た事業の必要性を改め
て知ることができた。


